
11

点
線
部
で
切
り
取
っ
て
毎
月
の
営
農
情
報
ペ
ー
ジ
を
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コミュニケーション運が活性化。初対面の人とも楽しく話が弾みそう。人脈を広げた分、チャンスも広がります魚　座/ 親しい人に対して、つい口うるさくなってしまう気配。見守る姿勢を大切に。リラックスするには足湯がベスト水瓶座/

営農情報

水
　
稲

キ
リ
ト
リ
セ
ン皆

様
、
田
植
え
の
準
備
は
進
ん
で
い

る
で
し
ょ
う
か
？
田
植
前
後
の
管
理
を

適
切
に
行
う
こ
と
で
、
品
質
・
収
量
な

ど
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

今
回
は
、
田
植
前
後
の
管
理
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。

☆
代
か
き
時
の
ポ
イ
ン
ト

代
か
き
は
丁
寧
に

代
か
き
作
業
の
出
来
は
、
除
草
剤
の

効
果
を
左
右
し
、
田
植
え
の
速
度
、
植

え
付
け
精
度
に
大
き
く
影
響
し
て
き
ま

す
の
で
、
代
か
き
は
丁
寧
に
均
平
に
な

る
よ
う
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

 

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

代
か
き
を
過
度
に
す
る
と
土
壌
の
団
粒

構
造
を
著
し
く
壊
し
、
通
気
性
や
透
水
性

を
損
な
っ
て
根
腐
れ
な
ど
の
弊
害
を
起
こ

す
の
で
、
練
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

代
か
き
作
業

時
の
水
深
は
、

耕
う
ん
し
た
土

壌
が
少
し
見
え

る
３
〜
５
㎝

程
度
が
作
業
し

や
す
い
目
安
で

す
。

☆
田
植
え
時
の
ポ
イ
ン
ト

移
植
は
気
温
と
深
さ
に
注
意

移
植
期
は
平
均
気
温
が
一
四

〜
一
五
℃
が
最
適
で
あ
る
た
め
、

五
月
中
旬
以
降
が
安
定
し
た
時

期
と
な
り
ま
す
。
移
植
時
は
、

一
〜
二
㎝
の
浅
水
で
一
坪
当
た

り
五
〇
〜
六
〇
株
、
植
え
付
け

本
数
三
〜
四
本
を
励
行
し
ま
し

ょ
う
。

 

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

田
植
え
の
際
、
土
が
柔
ら
か

す
ぎ
る
と
植
付
け
深
さ
が
深
く

な
り
や
す
く
、
埋
没
株
も
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
は
、
作
業
速
度
を
遅

く
す
る
こ
と
で
埋
没
株
の
発
生

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

除
草
剤
使
用
の
ポ
イ
ン
ト

除
草
剤
は
土
の
表
面
に
処
理

層
を
作
る
こ
と
に
よ
り
除
草
効

☆
病
害
虫
の
防
除

移
植
前
の
育
苗
箱
に
施
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
病
気
や
害
虫
が
長
期
に
わ
た

り
予
防
で
き
ま
す
。
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム

シ
の
食
害
に
よ
り
初
期
生
育
が
遅
れ
る

水
田
や
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
の
被
害
が
多

い
圃
場
、
ま
た
、
い
も
ち
病
が
毎
年
発

生
す
る
水
田
で
は
箱
施
用
剤
に
よ
り
予

防
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

水
田
面
は
羊
か
ん
程
度
の
硬
さ
が

田
植
え
の
目
安
で
す
。

土の表面に除草剤の処理ができるので、
水を外に流さないようにする（水止7日間）

除草剤を散布する 水中に成分が分散
あるいは溶け出す

水中の成分が土の
表面に吸着する

土の表面に除草剤
の処理層ができる

除草剤

こ
の
時
期
よ
く
あ
る
質
問

　
　
　

水
稲
栽
培
Ｑ
＆
Ａ

こ
の
時
期
よ
く
あ
る
質
問

　
　
　

水
稲
栽
培
Ｑ
＆
Ａ

水
稲
と
ヒ
エ
の
違
い
が
良
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。
な
に
か
見
分
け
方

が
あ
り
ま
す
か
？

水
稲
と
ヒ
エ
は
同
じ
イ
ネ
科
の
た

め
姿
が
非
常
に
良
く
似
て
お
り
、

放
っ
て
お
く
と
田
ん
ぼ
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
雑
草
で
す
。
ヒ
エ
は
大
き
く
な
る

と
除
草
剤
に
よ
る
防
除
が
困
難
に
な
る

た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

ＱＡ水稲とヒエの違い

水稲には節に毛が生えています。

図1 果
を
発
揮
し
ま
す
（
図
１
）
の
で
、

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
作
業
し
ま

し
ょ
う
。

①
耕
起
・
代
か
き
は
均
平
に
な
る
よ

　
　

う
丁
寧
に
行
う
。

②
畦
畔
か
ら
の
水
漏
れ
が
な
い
よ
う

　
　

畦
塗
り
等
補
強
を
行
う
。

③
除
草
剤
散
布
後
、
七
日
間
は
排
水

　
　

せ
ず
給
水
を
制
限
し
、
止
水
管
理

　
　

す
る
。

④
降
雨
が
予
想
さ
れ
る
際
は
散
布
を

　
　

控
え
る
。

⑤
除
草
剤
散
布
後
は
、
水
田
に
入
ら

　
　

な
い
（
処
理
層
が
壊
れ
て
し
ま
う

　
　

為
）
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キ
リ
ト
リ
セ
ン

点
線
部
で
切
り
取
っ
て
毎
月
の
営
農
情
報
ペ
ー
ジ
を
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❶フライパンにサラダ油を熱しひき肉を入れ、塩・こしょうをして炒める。
料理酒、てん麺じゃん、豆ちじゃん、砂糖、しょうゆ、おろしショウガ、おろ
しニンニクを入れ、さらに炒める。水、がらスープのもとを入れ、水溶き片
栗粉でとろみをつけ、仕上げにごま油を入れる。

❷別鍋に湯を沸かし、中華麺をゆで、皿に盛り付け、肉みそ、針野菜、トマト、
ゆで卵をのせて出来上がり。

中華麺
トマト
ゆで卵
針野菜
　キュウリ
　ミョウガ
　シュンギク

………… 1玉
……… 1/4個
……… 1/2個

…… 1本
…… 2個
… 1/5わ

肉みそ
　ひき肉
　てん麺じゃん
　豆ちじゃん
　砂糖
　しょうゆ
　おろしニンニク
　おろしショウガ

…………………150g
…大さじ1と1/2
…………小さじ1

…………………小さじ2
……………小さじ1

…………少々
…… 小さじ1

塩、こしょう
料理酒
水
がらスープのもと
水溶き片栗粉
サラダ油
ごま油

…………適宜
………………大さじ1

…………………3/4カップ
…小さじ1

………大さじ1
……………大さじ1

………………小さじ1

今
月
は

づくり
野菜

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

連
作
障
害
の

対
策

連
作
障
害
対
策
を
実
施
し

　
健
全
な
夏
野
菜
を
栽
培
し
よ
う
！

新
緑
の
時
期
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
夏

野
菜
の
定
植
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

今
回
は
、
本
格
的
な
夏
野
菜
の
定
植

が
始
ま
る
前
に
連
作
障
害
へ
の
対
策
を

ご
説
明
し
ま
す
。

■
連
作
障
害
と
は
？

同
じ
場
所
で
同
じ
植
物
を
何
度
も
育

て
る
こ
と
を
「
連
作
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
と
き
、
何
か
し
ら
の
原
因
で
生
育

が
悪
く
な
っ
た
り
、
枯
れ
た
り
す
る
こ

と
を
「
連
作
障
害
」
と
い
い
ま
す
。

■
連
作
障
害
の
原
因

・
病
気
や
害
虫
が
土
の
中
に
い
る

前
作
で
育
て
た
作
物
に
寄
生
し
て

い
た
病
気
や
害
虫
が
土
の
中
に
残
っ

て
い
る
と
、
土
か
ら

伝
染
し
て
被
害
が
で

ま
す
。
ア
ブ
ラ
ナ
科

の
野
菜
に
起
こ
り
や

す
い
根
こ
ぶ
病
や
、

セ
ン
チ
ュ
ウ
に
よ
る

被
害
が
代
表
的
で
す
。

・
土
壌
の
成
分
が
悪
い

植
物
は
、
生
長
す
る
過
程
で
、
ア

レ
ロ
パ
シ
ー
と
い
う
毒
素
を
根
か
ら

土
に
排
出
し
ま
す
。
ア
レ
ロ
パ
シ
ー

は
他
の
植
物
の
生
長
を
抑
え
る
ほ
か
、

動
物
や
微
生
物
を
引
き
寄
せ
た
り
防

い
だ
り
す
る
効
果
が
あ
り
、
排
出
す

る
こ
と
自
体
は
生
理
的
な
現
象
で
す
。

た
だ
、
こ
の
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
の
濃
度

が
高
い
土
で
植
物
を
育
て
る
と
、
生

育
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

・
肥
料
成
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い

植
物
に
よ
っ
て
必
要
と
す
る
肥
料

成
分
の
バ
ラ
ン
ス
は
違
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
肥
料
成
分
の
バ
ラ
ン
ス
が

極
端
に
崩
れ
て
い
る
と
、
植
物
に
必

要
な
成
分
が
多
す
ぎ
た
り
、
少
な
す

ぎ
た
り
し
て
、生
育
が
悪
く
な
り
ま
す
。

■
連
作
障
害
へ
の
対
策

・
輪
作
を
す
る

輪
作
と
は
、
異
な
る
植
物
を
一
定

周
期
ご
と
に
交
互
に
植
え
る
方
法
で

す
。
吸
収
す
る
養
分
や
か
か
り
や
す

い
病
害
虫
が
違
う
植
物
を
植
え
る
こ

と
で
、
土
の
状
態
が
悪
く
な
る
の
を

防
ぎ
ま
す
。（
図
１
）

・
土
を
入
れ
替
え
る

連
作
障
害
は
、
土
か
ら
悪
い
影
響

を
受
け
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、

土
を
入
れ
替
え
る
こ
と
も
対
策
の
一

つ
で
す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
や
鉢
植
え
は
、

毎
回
新
し
い
土
を
使
う
と
安
心
で
す
。

地
植
え
は
、
他
の
場
所
の
土
を
混
ぜ

込
ん
だ
り
、
深
い
と
こ
ろ
の
土
を
掘

り
返
し
た
り
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

・
土
壌
を
消
毒
す
る

専
用
の
薬
剤
や
太
陽
熱
、
水
を
利

用
し
て
土
を
消
毒
し
て
い
き
ま
す
。

夏
場
に
古
い
土
の
上
に
ビ
ニ
ー

ル
で
覆
っ
て
病
原
菌
や
害
虫
を

排
除
し
て

い
く
方
法

が
最
も
簡

単
で
経
済

的
で
す
。

・
接
木
苗   

　
を
使
う

病
気
に
強
い
種
類
の
品
種
の

苗
を
台
木
に
、
育
て
た
い
野
菜

の
苗
を
接
い
で
育
て
ま
す
。
根

が
別
の
植
物
な
の
で
、
連
作
障

害
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今月のレシピ

針野菜たっぷり
ジャージャー麺 
針野菜たっぷり

ジャージャー麺 

★材料（1人分）

★作り方

★ポイント

レシピ考案／茨城県笠間市にある「キッチン晴人（ハレジン）」のオーナーシェフ・永井智一（ながい・ともかず）さん

ゆで上がった麺にがらスープのもと（分量外）を少量入れ混ぜておくと、おいしさアップ

野菜に感染した根こぶ病

太陽熱利用による
土壌消毒

出
に
く
い
野
菜

出
や
す
い
野
菜

野菜名 休栽年数
アスパラガス、ホウレンソウ、ニラ、ネギ、
ダイコン、ニンジン、タマネギ、ニンニク、
カンショ、スイートコーン、カボチャ、オクラ

ハクサイ、キャベツ、ブロッコリー、カブ、
バレイショ、サトイモ、ゴボウ、ササゲ、
インゲン、エダマメ
トマト、ナス、キュウリ、スイカ
（接木栽培で連作可能）

レタス、コマツナ、ナガイモ、イチゴ

ピーマン、エンドウ

一

1年

２～３年

5年以上

図1


